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 論文審査の結果の要旨
 今井浩人の論文は、エイズウィルスHIV-1増殖賦活作用を有する糖脂質と海産毒シガトキシンの全合
 成研究に関する二部,合計九章から構成される。マイコプラズマの細胞膜から単離されたヒトエイズウ
 ィルスHIV-1増殖賦活作用を有する糖脂質は、類似化合物がヒトの体内にも広く存在し,エイズの発症
 に関わる重要な物質と推定されている。一方,シガテラ中毒は,年間2万人以上が中毒する世界最大規
 模の自然毒食中毒である。原因毒シガトキシン3Cは,5から9員環エーテルが梯子状にB個(A-M環)
 連結した分子量約1110の大分子である。単離される量が極めて微量であり,現代有機合成化学の非常に
 興味深い合成標的である。しかも,人工合成によって供給が可能になれば,中毒治療や検出法の確立,
 神経生理学等,関連分野の発展に大きく貢献すると期待される。著者は,上記二種の化合物について極
 めて効率的な合成法を開発し,天然物合成化学や周辺関連科学の進展に多大な貢献をした。
 第一部第一章では,ヒトエイズウィルスHIV-1増殖賦活作用を有する糖脂質について概説した。
 第二章では,当該糖脂質の構造活性相関研究にも有用な,効率的で収束的,かつ脂質部分を自由に変
 えうる合成法を開発した。
 第三章では,第二章で開発した方法を用いて,様々な誘導体や類似化合物を合成し,構造活性相関を
 調べ(久留米大学医学部荒井研究室との共同研究),活性は,二糖構造やアシル基の長さには依存しない
 ことを明らかにした。
 第四章では,活性発現機構研究に有用な蛍光標識糖脂質の合成に成功し,第五章で,第一部の研究成
 果を総括した。
 第二部第一章では,シガトキシン類の構造と化学,生物活性,および合成研究について概説した。
 第二章では,シガトキシンのGHI環部構築を検討した。
 第三章では,シガトキシンCTX3Cの中央部分であり,最も合成の困難なEFGH環部(8,9,7,6
 員環)の合成を検討し,オレフィン閉環メタセシス反応を駆使した収束的かつ立体選択的な合成法を開
 発することに成功した。シガトキシン全合成が,本方法論によって達成できる可能性を示した意義は極
 めて高い。
 第四章では,著者の研究成果を総括した。
 以上,本研究は,天然物合成化学や医薬科学の分野に画期的な貢献をするもので,著者が自立して研
 究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。従って,今井浩人提出の論文
 は,博士(理学)に学位論文として合格と認める。
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